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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　態様の一例では、発声される音声を検知する音声センサと、発声に伴う呼気の圧力及び
前記呼気の流量の少なくとも一方を検知する呼気センサと、音声センサの出力及び呼気セ
ンサの出力の少なくとも一方に基づいて決定される割合で、音源にて生成される第１の楽
音信号と第２の楽音信号とを出力するミキサと、を備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発声される音声を検知する音声センサと、
　前記発声に伴う呼気の圧力及び前記呼気の流量の少なくとも一方を検知する呼気センサ
と、
　前記音声センサの出力及び前記呼気センサの出力の少なくとも一方に基づいて決定され
る割合で、音源にて生成される第１の楽音信号と第２の楽音信号とを出力するミキサと、
　を備えることを特徴とする電子楽器。
【請求項２】
　前記第１の楽音信号は管楽器の通常演奏時の楽音信号であり、前記第２の楽音信号は管
楽器のグロウリング奏法による演奏時の楽音信号である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子楽器。
【請求項３】
　前記ミキサは、少なくとも前記音声センサの出力に基づいて決定される割合で、音源に
て生成される前記第１の楽音信号と前記第２の楽音信号とを出力する、
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　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電子楽器。
【請求項４】
　前記ミキサは、前記音声センサの出力が大きくなるほど前記第１の楽音信号の割合が小
さくなりかつ前記第２の楽音信号の割合比が大きくなるように決定する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の電子楽器。
【請求項５】
　前記呼気センサの出力及び前記音声センサの出力の少なくとも一方に基づいて、前記ミ
キサから出力される楽音信号のゲインを決定するゲイン決定手段をさらに備える。
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の電子楽器。
【請求項６】
　前記ゲイン決定手段は、少なくとも前記呼気センサの出力に基づいて、前記ミキサから
出力される楽音信号のゲインを決定する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の電子楽器。
【請求項７】
　キー操作に基づいて、前記ミキサから出力される楽音信号の音高を決定する音高決定手
段を更に備える、
　ことを特徴とする請求項１乃至６に記載の電子楽器。
【請求項８】
　前記ミキサは、前記第１の楽音信号に対応する波形データと前記第２の楽音信号に対応
する波形データとを出力する割合を変えることで、出力する楽音信号の音色を決定し、
　前記音高決定手段は、前記音声センサの出力値に係らず、前記キー操作に基づいて、出
力する楽音信号の音高を決定する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の電子楽器。
【請求項９】
　前記ミキサにより前記第１の楽音信号と前記第２の楽音信号とを出力する場合に、前記
第１の楽音信号に対応する波形データと、前記第２の楽音信号に対応する波形データとを
同位相で出力する、
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の電子楽器。
【請求項１０】
　前記呼気センサの出力からブレス・エンベロープを抽出する第１エンベロープ抽出手段
と、前記音声センサの出力からボイス・エンベロープを抽出する第２エンベロープ抽出手
段とをさらに備え、
　前記ミキサは、前記ボイス・エンベロープ及び前記ブレス・エンベロープの少なくとも
一方に基づいて、前記割合を決定する、
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の電子楽器。
【請求項１１】
　発声される音声を検知する音声センサと、前記発声に伴う呼気の圧力及び当該呼気の流
量の少なくとも一方を検知する呼気センサとを有する電子楽器の発音制御方法であって、
前記電子楽器は、
　前記音声センサにより発声される音声を検知し、
　前記呼気センサにより前記発声に伴う呼気の圧力及び前記呼気の流量の少なくとも一方
を検知し、
　前記音声センサの出力及び前記呼気センサの出力の少なくとも一方に基づいて決定され
る割合で、音源にて生成される第１の楽音信号と第２の楽音信号とを出力する、発音制御
方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　音声センサにより発声される音声を検知するステップと、
　呼気センサにより前記発声に伴う呼気の圧力及び前記呼気の流量の少なくとも一方を検
知するステップと、
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　前記音声センサの出力及び前記呼気センサの出力の少なくとも一方に基づいて決定され
る割合で、音源にて生成される第１の楽音信号と第２の楽音信号とを出力するするステッ
プと、
　を実行させるプログラム。
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